
人事部発 ITメディアの活用

ブログ，ツイッター，フェイスブックと，次々に新しい

ITメディアが登場している。新卒採用シーンに限っては

その進化がクローズアップされ，また個人的に使いこな

している社員も多くいる。一方で，組織としては何ら関

わらず，“変なトラブルが起きないことをひたすら願うだ

け”という姿勢も少なくない。しかし，今やITメディアは

人々への影響度が大きく，しかも導入コストはほとんど

かからない（障壁は「投資」を悩むまでもなく低い）。気

が付けば，「これらインフラを社内で有効活用しない手は

ない」というところまで技術とサービスは進歩している。

では，さっそく当社でも，といいたいところだが，「単

にITインフラを整えた」というだけでは他社に差を付け

る戦略的な活用には至らないだろう。紙の社内報をメー

ルに置き換えただけでは双方向の特徴を活かせないのだ。

その目的は，情報共有の徹底なのか，効率性の追求なの

か，コミュニケーションの活性化なのか―求める機能

に応じたメディアを選択し，適切な働き掛けを図り，軌

道に乗せていく必要がある。そして，それを人事部門が

担う意味は日に日に大きくなってきている。まずは本稿

を頼りに自社の状況整理から取り組んではいかがだろう。
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人事部発 ITメディアの活用
―多様化する時代の社内コミュニケーション運用法―

はじめに：
多様化する時代のコミュニケーション課題

自社内のコミュニティと課題を分析する
（1）組織のライフサイクル上の位置づけ
（2）組織・コミュニティの把握と課題の分析

自社に適したITメディアを選択する
（1）ITメディアの特性分析
（2）受け手の視聴環境への配慮

コミュニケーションツールの種類と
企業内での活用例

（1）メールマガジン
（2）ステップメール
（3）メーリングリスト
（4）ツイッター
（5）ブログ
（6）SNS（Social Network Service）

情報リスクとマネジメント対応の方法
（1）情報マネジメント体制の構築
（2）システム面での対応

最後に：
“多対多”の情報活性化で組織力を強化せよ

1

4

6

2

3

5

この記事をＰＤＦファイルで入手
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